
 
 

 

家庭教育支援チーム 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

上越市家庭教育支援チーム 

 （呼称： すまいる桜援団 ） 

  

 

②活動拠点 上越市内全域 

③活動範囲 上越市内全域 

④組織体制 

 

 10 人 

新潟県教育委員会が主催する、家庭教育支援者養成のための研修の 

受講修了者を中心とする。 

児童クラブ職員 2 人、公民館主事 2 人、障害者活動支援団体 3 人 

その他 3 人 

 

⑤活動開始年度   平成 30 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

上越市家庭教育支援チーム すまいる桜援団 

山川 美香（上越地区手をつなぐ育成会） 

（TEL）025-530-7788    （E-mail）j-ikuseikai@kve.biglobe.ne.jp 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

□保護者等への地域の居場所づくり 

□アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    □自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） □小学生（中学年） □小学生（高学年） 

□中学生 □高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

小学校就学前児童をもつ保護者を対象とした家庭教育講座の実施 

 

・就学時健康診断や移行学級（入学直前に実施される保護者説明会）の機

会にあわせて、小学校の要望に応じ講座を実施する。 

 

・講座では、新潟県教育委員会・新潟県地域家庭教育推進協議会が作成し

た「家庭教育支援ガイドブック」を活用してテーマを設定、受講する保護者

を小グループに分け普段の子育ての様子や子どもに対する接し方、声掛

けなどの話合いを行いながら、家庭における子育てのポイントを学ぶことを

ねらいとしている。また、講座の初めにアイスブレーキングを取り入れ、受

講する保護者が和気あいあいとした雰囲気の中で交流することで保護者

同士が繋がるきっかけづくりを行っている。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・家庭教育講座を通して、同じ年ごろの子供をもつ保護者同士が子育てに

対する思いや考えについて話し合い共に学ぶことで、子育ての悩みや不

安について共感し合い不安を解消するとともに、日頃の子育てを見つめ直

す機会となっている。また、初対面の保護者同士が小グループで話し合う

ことで顔見知りとなり、保護者同士が繋がるきっかけとなっている。 

 

・家庭教育講座を実施した小学校からは「保護者と同じ目線から家庭教育

について話している点や一方的な講演会形式でなく保護者同士が子育て

について話し合い、自らの子育てを見つめ直し考えるワークショップ形式で

ある点がとても良かった」との感想をいただいている。 

 

・受講者アンケートでは「子どものやる気を引き出す声掛けについて再確認

することができた」、「他の家庭で実践していることや意見が聞けて良かっ

た」、「自分の対応（子育て）の振り返りができ、他者の意見も参考になっ

た」など多くの前向きな感想が寄せられている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

□文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☑その他の支援により活動を実施  

（ 赤い羽根共同募金助成金《R3 年度上越市共同募金委員会より 5 万円》 ） 

 


